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法
務
大
臣
の
答
弁
の
あ
り
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
十
一
月
十
四
日
、
柳
田
稔
法
務
大
臣
は
広
島
市
で
の
自
身
の
国
政
報
告
会
に
お
い
て
、
「
個
別
の
事
案
に
つ
い
て
は
答

え
を
差
し
控
え
る
」
、
「
法
と
証
拠
に
基
づ
い
て
適
切
に
や
っ
て
い
る
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
挙
げ
、
「
法
相
は
い
い
。
分
か

ら
な
か
っ
た
ら
こ
れ
を
言
う
」
と
の
旨
の
発
言
（
以
下
、
「
柳
田
発
言
」
と
い
う
。
）
を
し
て
い
る
と
承
知
す
る
。
右
に
対

し
、
同
月
十
七
日
、
仙
谷
由
人
内
閣
官
房
長
官
は
、
柳
田
大
臣
を
厳
重
注
意
し
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

法
務
大
臣
の
職
務
、
職
責
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

二

政
権
交
代
前
の
政
府
答
弁
書
で
も
、
「
お
尋
ね
は
、
個
別
具
体
的
な
事
件
に
お
け
る
捜
査
機
関
の
活
動
内
容
に
か
か
わ
る

事
柄
で
あ
り
、
答
弁
を
差
し
控
え
る
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
三
一
四
号
等
）
、
「
御
指
摘
の
者
に
つ
い
て
は
、
検
察
当
局

に
お
い
て
、
法
と
証
拠
に
基
づ
き
逮
捕
し
た
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
二
三
三
号
等
）
と
、
ま
た
政
権
交
代
後
の
政
府
答
弁

書
で
も
「
個
別
具
体
的
な
事
件
に
お
け
る
捜
査
機
関
の
活
動
内
容
に
か
か
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
は
答
弁
を
差
し
控
え
る
。
」

（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
二
七
号
等
）
、
「
検
察
当
局
に
お
い
て
、
法
と
証
拠
に
基
づ
き
逮
捕
し
た
」
（
内
閣
衆
質
一
七
六
第

一
一
一
号
等
）
と
あ
る
よ
う
に
、
法
務
省
関
連
の
政
府
答
弁
書
で
は
、
実
際
に
「
柳
田
発
言
」
と
同
じ
内
容
の
答
弁
が
繰
り

返
さ
れ
て
き
た
。
「
柳
田
発
言
」
は
、
法
務
大
臣
の
み
な
ら
ず
、
法
務
省
全
体
と
し
て
の
、
答
弁
に
臨
む
姿
勢
を
示
し
た
も

一



の
で
あ
る
の
か
。

三

「
柳
田
発
言
」
に
対
す
る
菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
の
見
解
如
何
。
「
柳
田
発
言
」
は
適
切
な
も
の
で
あ
る
か
。

四

「
柳
田
発
言
」
は
、
国
会
で
の
質
問
に
対
し
て
真
摯
に
答
え
な
い
法
務
省
と
し
て
の
姿
勢
を
図
ら
ず
も
露
呈
し
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
る
。
菅
総
理
と
し
て
、
二
で
挙
げ
た
過
去
の
答
弁
書
の
内
容
が
適
切
で
あ
っ
た
か
否
か
を
検
証
し
、
国
会
で
の

質
問
に
対
す
る
法
務
省
全
体
の
体
質
を
改
め
さ
せ
る
考
え
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


